


前
近
代
中
国
の
戸
籍
は、

租
税
徴
収、

径
役・
兵
役
徴
収
の
た
め
の
戸
口
帳
簿
で
あ
り、

人
民
支
配
の

た
め
の
政
治
的
な
制
度
で
あ
っ
た。
（
中
略）

中
国
史
上
戸
籍
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は、

戦
国
秦
の
前
三
七
五
（
献
公
一

0)

年
に
「
戸
籍
を
為

り
相
い
伍
す」
（『
史
記』

巻
六

始
皇
本
紀
巻
末
王
名
表）

と
あ
る
の
が
最
初
で
あ
る。
（
中
略）

税
役
収
取
台
帳
で
あ
る
戸
籍
は、

税
役
収
取
の
形
態
に
よ
っ
て、

時
代
ご
と
に
記
載
内
容・
様
式
を
異

に
す
る。
た
だ、

戸
ご
と
に
編
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
る。
こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
は、

戸
と

家
と
家
族
と
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る。

家
族
は
血
縁
関
係
に
も
と
づ
い
て
編
成
さ
れ
る
社
会
組
織
で

あ
り、
一

組
の
夫
婦
と
未
婚
の
子
供
か
ら
な
る
小
家
族
と
複
数
の
婚
姻
関
係
か
ら
な
る
幾
世
代
か
の
小

家
族
が
あ
つ
ま
っ
た
大
家
族
（
拡
大
家
族）
と
に
大
別
で
き
る。

家
は、

家
族
だ
け
で
編
成
さ
れ
る
場
合

と、

家
族
に
非
血
縁
成
員
で
あ
る
奴
婢・
奴
隷
・
部
曲・
客・
居
候
な
ど
を
く
わ
え
て
編
成
さ
れ
る
場
合

と
が
あ
る。

両
者
は
生
計
を
と
も
に
す
る
点
で
共
通
す
る
社
会
組
織
で
あ
る
か
ら、

家
を
家
族
と
区
別

し
て
世
帯
と
よ
ぶ
ほ
う
が
よ
い。

戸
は
戸
口
を
戸
籍
に
登
録
す
る
単
位
で
あ
リ、

通
常
は
社
会
に
も
っ

と
も
多
く
存
在
す
る
小
家
族
を
単
位
に
登
録
さ
れ
る。
し
た
が
っ
て
戸
と
家
（
世
帯）
と
小
家
族
は、

現

実
的
な
社
会
組
織
と
し
て
は
一

致
す
る
こ
と
が
多
い。

そ
こ
で
史
料
記
載
あ
る
い
は
研
究
者
の
と
ら
え
方
に
混
乱
が
生
じ
る。

戸
を
家
（
世
帯）
と
無
媒
介
に

同
一

視
し
た
り、

家
（
世
帯）
と
家
族
と
の
違
い
を
無
視
し
た
リ
す
る
こ
と
に
な
る。

政
治
制
度
と
社
会

組
織
と
が
混
同
さ
れ
る
の
で
あ
る。

登
録
単
位
で
あ
る
戸
は、

通
常
家
（
世
帯）

を
基
礎
に
す
る。

秦
漢

期
以
後
の
中
層
以
上
の
家
に
は
非
家
族
成
員
を
ふ
く
む
こ
と
が
多
い
の
で、

奴
婢・
部
曲・
客
が
戸
籍
に

登
載
さ
れ
る。

家
（
世
帯）

が
家
族
（
血
縁）

だ
け
で
組
織
さ
れ
る
場
合
は、

戸
11
家
11
家
族
と
な
っ
て

認
識
は
混
乱
し
な
い。

し
か
し、

家
（
世
帯）
が
拡
大
家
族
で
編
成
さ
れ
る
場
合
や
非
家
族
成
員
を
ふ
く

む
場
合
に
は、

事
情
が
変
わ
る。
(

a
)

拡
大
家
族
は、

戸
籍
に
登
録
す
る
に
あ
た
っ
て、

い
く
つ
か
の

戸
に
分
割
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る。
こ
の
場
合、

戸
は、

家
の
社
会
組
織
と
は
一

致
し
な
い。

逆

に
(

b
)

有
力
家
族
の
も
と
に
多
く
の
小
家
族
が
二
戸
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る。
（
中
略）

こ
の
場

合、

戸
は
多
く
の
家
の
集
合
体
で
あ
り、

戸
と
家
と
家
族
と
は
一

致
し
な
い。
い
ず
れ
の
場
合
も
主
と
し

て
税
役
負
担
の
軽
減、

隠
蔽
を
目
的
と
す
る。

戸
籍
を
編
成
す
る
各
戸
は、

通
常
租
税・
係
役・
カ
役
の
徴
収
単
位
で
あ
り、

納
入
責
任
者
で
あ
る
戸

主
は
秦
漢
時
代
に
は
戸
人、

唐
代
に
は
戸
頭
な
ど
と
よ
ば
れ
た。
戸
と
家
と
が
一

致
し
な
い
場
合
は、

戸

主
と
家
長
・
家
父
長
と
は
一

致
し
な
い
こ
と
が
あ
る。

通
説
で
は、

秦
漢・
隋
唐
期
の
支
配
を
個
別
人
身

支
配
と
規
定
す
る。

戸
籍
に
は
戸
の
成
員
が
記
載
さ
れ、

租
税
負
担
者
で
あ
る
丁
（
成
年
男
子）

数
に
も

と
づ
い
て
税
役
が
徴
収
さ
れ
る
の
で、

こ
の
面
だ
け
か
ら
み
れ
ば、

国
家
が
個
別
に
人
身
を
支
配
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る。
し
か
し、

税
役
の
収
取
は、

戸
主
の
責
任
に
お
い
て
戸
と
し
て
一

括
納
入
さ
れ
る

の
で
あ
っ
て、

個
別
人
身
に
支
配
が
及
ん
で
い
る
の
で
は
な
い。

戸
と
家
と
家
族
が
一

致
し
な
い
場
合

は
な
お
さ
ら
で
あ
る。

宋
代
の
戸
籍
は、

両
税
を
負
担
す
べ
き
土
地
を
所
有
す
る
主
戸
と
土
地
を
も
た
な
い
客
戸
の
統
計
帳

簿
で
あ
り、

残
っ
て
い
る
統
計
記
録
に
よ
る
と
主
戸
は
七
割、

客
戸
が
三
割、

主
戸・
客
戸
あ
わ
せ
て
一

戸
あ
た
リ
ニ
人
平
均
に
な
る。

こ
の
場
合
は、

戸
の
単
位
が
家
で
も
家
族
で
も
な
い
こ
と
を
明
示
し
て

い
る。
(
C)
宋
代
の
戸
籍
は、

両
税・
職
役
の
負
担
者
を
把
握
す
る
た
め
の
戸
口
帳
簿
で
あ
っ
た
た
め、

家
族
や
家
を
登
録
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

問一

次
の
文
章
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
な
さ
い。

専
門
科
目

入
学
試
験
問
題
（
第
一

期
募
集）

問
題
用
紙
（
全
二
枚
中
の
一

枚
目）

博
士
前
期
課
程
外
国
人
留
学
生
入
試

令
和
八
年
度

熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
教
育
部

受
験
番
号



右
の
漢
文
史
料
全
体
を
現
代
日
本
語
で
翻
訳
し
な
さ
い。

設
問一

右
の
漢
文
史
料
の
傍
線
部
分
に
句
読
点
を
付
し
な
さ
い。

設
問
二

設
問
三

（
北
宋・
魏
泰
『
東
軒
筆
録』
巻
六）

傍
線
部
(
C)
に
か
か
わ
っ
て、
宋
代
の
戸
籍
に
は
何
が
登
録
さ
れ
た
と
考
え
る
か、
二
0
0
字

以
内
で
述
べ
な
さ
い。

傍
線
部
(
d)

に
か
か
わ
っ
て、
康
熙
帝
が
即
位
五
0
年
以
降
に
増
加
す
る
人
丁
の
丁
税
を
免

除
し
た
こ
と
は、

中
国
史
上
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か、
二
0
0
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い。

熙
寧
初
朝
廷
初
置
条
例
司
諸
路
各
置
提
挙
常
平
司
及
俵
常
平
銭
収
二
分
之

息時

韓瓢公
(
1)
鎮
北
都
上

函
其

乞
罷
諸

挙
官
常
平
法

旧
不
収
二
分

息

公
精
於

表
其二
：
容
詳
悉

か’
傷
杵
有

皇
城
、

惟
心
者

F
其
門
客
ハ
架二
日
作

公
之
表
云，

晋

之
甲
じ
ハ
君
側
之
悪
表

恭
以
示

閤
門

李
到
評
奪
其
薬
じ
聞
上
大

下
惟
心
ハ
梨
、、
大

而
御
史
中
丞
呂
公
著
因

坐
奏

猶
p
架
言

羹

上
出
魏
公
章
送
条
例
司、
惟
恭
流
海
上、
孫
架
杖
殺
於
市、
罷
公
著
中
丞、
出
知
穎
州。
制
日、

比
大
臣
之
抗
章、
因
便
坐
而
与
対、
乃
厚
謡
方
鎮、
有
除
悪
之
謀、
深
駿
予
聞、
乖
事
理
之
実。
蓋
因
此

耳゚
設
問
二

設
問
四

(
1)
韓
魏
公
ふ呼
埼
の
こ
と。
韓
埼
は
相
州
安
陽
の
人。
天
聖
五
年(1
0
二
七）
の
進
士
で、
嘉
祐
三
年（一

0
五
八）
に
同
中
書
門
下
平
章
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
宰
相
と
な
っ
た。

問
二

次
の
漢
文
史
料
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
な
さ
い。

傍
線
部
(

b
)

の
実
例
を一
五
0
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い。

設
問一

傍
線
部
(

a
)

の
実
例
を一
五
0
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い。

専
門
科
目

入
学
試
験
問
題
（
第
一

期
募
集）

問
題
用
紙
（
全
二
枚
中
の
二
枚
目）

清
朝
末
期
ま
で
戸
籍
制
度
は
存
続
す
る
か
ら、

中
国
で
は、

紀
元
前
四
世
紀
か
ら
紀
元
後
二
0
世
紀

初
頭
に
い
た
る
ま
で、
戸
籍
に
よ
る
人
民
支
配
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
え
る。
そ
の
中
で、
前
近
代
中
国

に
お
け
る
実
質
上
最
後
の
戸
籍
と
い
え
る
の
は、

康
熙
帝
が
一
七―
一
年
に
実
施
し
た
「
盛
世
滋
生
人

丁」
策
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る。
(

d
)

康
煕
帝
は、
即
位
五
0
年
を
記
念
し
て、
こ
の
年
以
後
に
増

加
す
る
人
丁
（
成
年
男
子）
の
丁
税
を
免
除
し
た。

（
岡
本
隆
司
編
『
中
国
経
済
史』
よ
リ。
原
文
の
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る）

博
士
前
期
課
程
外
国
人
留
学
生
入
試

令
和
八
年
度

熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
教
育
部

受
験
番
号






















